
　女性部は、ＪＡをよりどころとして食や農、くらしに関心
のある女性が集まって活動する組織です。食と農を守る活動
を軸に、食育や高齢者福祉、子育て支援やくらしの活動など、
幅広く活動を展開しています。また、家の光記事活用グルー
プや各支部のグループ活動も積極的に行っています。

　青年部は、ＪＡをよりどころとして地域農業の振興を図る農
業青年の集まりです。農業の担い手として農業振興を図るとと
もに、農業を通じて環境・文化・教育の活動を行い、地域に
根差した社会貢献に取り組んでいます。次代を開く青年の情熱
と協同の力で、常に新しいＪＡ運動を探求し実践しています。

私
は
女
性
部
に
加
入
し
、
講
習
会
に
参
加
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
「
食
の
安
全
」
に
関
心
を
持

ち
、知
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。女
性
部
は
、

自
分
が
知
ら
な
か
っ
た
世
界
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

ほ
か
、
人
と
の
繋
が
り
を
広
め
ら
れ
る
の
が
大
き
な

魅
力
。
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
み
ん
な
で
共
有
し

な
が
ら
、
Ｊ
Ａ
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
生
き
生
き
と
楽
し

く
、
地
域
と
の
繋
が
り
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
活
動

を
展
開
し
て
い
き
た
い
で
す
。

Ｊ
Ａ
職
員
に
は
困
っ
た
と
き
に
相
談
で
き
る
ほ

か
、
事
務
作
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
協
力

し
て
い
た
だ
き
助
か
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
今
以

上
に
組
合
員
組
織
と
の
意
思
疎
通
を
図
り
な
が
ら
、

共
に
歩
み
を
進
め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

近
頃
は
、
部
員
数
の
減
少
が
課
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
５
年
後
や
10
年
後
な
ど
長
い
目
で
見

て
部
員
数
を
増
や
し
て
い
く
た
め
に
も
、
地
域
と
の

繋
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
生
き
生
き
と
活
動
し

て
い
く
こ
と
が
目
標
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
次
第
に

活
動
に
興
味
が
あ
る
人
、
参
加
す
る
人
が
出
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
す
ぐ
に
成
果
は
出
な
い
と
思
い
ま
す

が
、継
続
的
に
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

農
業
ま
つ
り
や
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ン
な
ど
に
参
画
し
な

が
ら
、
女
性
部
の
魅
力
や
活
動
を
発
信
し
て
い
き
た

い
で
す
。

広
域
合
併
後
、
各
地
域
の
特
性
や
活
動
を
共
有

し
、
良
い
部
分
を
お
互
い
に
吸
収
し
よ
う
と

盟
友
間
の
交
流
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。年
１
回
、

全
地
域
の
盟
友
が
１
カ
所
に
集
い
、
研
修
や
ポ
リ

シ
ー
ブ
ッ
ク
の
作
成
を
行
う
学
習
会
の
開
催
や
農
業

ま
つ
り
へ
の
参
画
、
県
事
業
へ
の
参
加
な
ど
を
通
し

て
交
流
と
仲
間
づ
く
り
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。
現
在

は
新
た
に
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
計
画
し
て
お
り
、
こ
れ

か
ら
も
盟
友
間
の
交
流
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
沿
岸
部
の
支
援
活
動
も
大
切
な
活
動
の

一
つ
。
震
災
直
後
か
ら
草
刈
作
業
や
盟
友
が

栽
培
し
た
農
産
物
の
販
売
な
ど
を
定
期
的
に
行
い
、

地
域
住
民
と
の
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

青
年
部
へ
の
加
入
は
人
脈
が
増
え
る
き
っ
か
け

に
な
り
、人
生
の
糧
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

困
っ
た
時
に
は
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る
仲
間
が
い

て
、
と
て
も
心
強
い
で
す
。
Ｊ
Ａ
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
つ
な
ぎ
や
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
の
製
作
に
協
力
い
た
だ
く

な
ど
、
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。
行
事
の
際
に
は

Ｊ
Ａ
職
員
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
共
に

青
年
部
の
活
動
を
活
発
化
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

当
青
年
部
は
県
内
一
の
盟
友
数
を
誇
っ
て
お
り
、
こ

れ
か
ら
も
盟
友
間
の
交
流
を
図
り
な
が
ら
未
加
入
の

農
業
青
年
へ
の
加
入
を
促
し
、
更
に
青
年
部
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

各支部では、特色ある活動を展開しています。地域住民を交えて行う
など、部員外を巻き込んだ活動は広がりつつあります。

各支部では、地域に根差した活動を展開。盟友それぞれが地域農業
を支えています。

1  地域住民を会員に加え、
「やってみたい」と思う活

動を展開。地場産のモモ
でジャム作りを楽しむメン
バー（花巻地域支部花巻
支部「びじゃっぷす」）

2  寒 さや 雪 を 有 効 活 用し
た加工技術で地域特産の

「凍み大根」を作っている
（西和賀地域支部加工研

究グループ）
3  「えごま煎餅」を製造。ＪＡ

バンクのＣＭにも取り上
げられた（とおのよつば地
域支部「じゅうねの会」）

1  農業のある地域づくりの大
切さをアピールする活動と
して、支部ごとに「立て看板
運動」に取り組む（写真は
北上地域青年部）

2  いわて花巻空港そばの多
目的広場の草を刈る盟友。
地域貢献活動の一環として
毎年実施している（花巻地
域青年部宮野目支部）

3  農作物の出来秋や無病息
災などを願いながら「花巻
まつり」に参加する盟友たち

（花巻地域青年部）

藤原  智子  部長
（花巻市太田）

髙橋  裕之  委員長
（西和賀町沢内）

支部活動 支部活動

ＪＡや家の光協会とともに、隔年
開催。女性部員のほか、組合員や
その家族、地域住民などが参加し
てＪＡ管内各地域の特産物を使っ
た料理を楽しみ、地産地消への理
解を深めて
います。

地域貢献と環境を守る活動の一環とし
て、各地域で実施。使用済みの農業用
プラスチックやビニールを回収して地域
農業に貢献しているほか、地域住民や
盟友相互の交流の場にもなっています。

嫁いできたことをきっかけに女
性部に加入。平成 25 年度から
太田支部長を務め、平成 27 年
度には花巻地域支部長に就任。
平成 29 年度から女性部長を務
める。

就農後、誘われた事をきっかけ
に青年部に加入。約 10 年前か
らＪＡ西和賀青年部委員長、広
域合併後は西和賀地域青年部
委員長を歴任し、平成 26 年度
から青年部委員長を務める。

家の光クッキングフェスタ 廃プラ回収

消 費 電 力の 削 減 に
繋げるとともに、女
性部の活動を広く一
般の方々に理解して
もらおうと実施。支
部ごとに、支店など
のＪＡ施設で花や野菜などの「みどりのカーテン」を栽培し、夏
の暑い日差しを遮っています。

農業の発展に向けた議論や
盟友相互の交流を目的に年
１回、学習会を開いていま
す。また、自分たちの政策
を記載し、課題解決のため
の方針を明記するポリシー
ブックを作成。青年部の考
えや想いを発信しています。

エコ活動 学習会＆ポリシーブックの作成

※平成 30 年2月末現在 ※平成 30 年2月末現在

女性部 青年部女

性

部

青

年

部

花巻
地域支部

北上
地域支部

西和賀
地域支部

とおのよつば
地域支部

13支部
1,502人

6支部
411人

6支部
141人

13支部
660人

花巻地域
青年部

北上地域
青年部

西和賀地域
青年部

遠野地域
青年部

10支部
262人

6支部
66人

41人

7支部
105人
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